
  都道府県チェックリストの遵守状況調査

0. 検診実施の有無

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

１．生活習慣病検診等管理指導協議会の組織・運営 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1)
○ ○ ○ ○ ○

解説： 全ての関係者が揃っているのが望ましいが、少なくとも医師会の参加が無い場合は×

(2)
× × × × ×

(3) 年に1回以上、定期的にがん部会を開催しているか ○ ○ ○ ○ ○

(4) 年に1回以上、定期的に生活習慣病検診等従事者講習会を開催しているか × × × × ×

解説： 生活習慣病検診等管理指導協議会から委託を受けて外部の機関 （例えば対がん協会支部など）が行っている場合も○

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 対象者数（推計を含む）を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

(2) 受診者数（率）を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

受診者数（率）を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

受診者数（率）を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

受診者数を検診機関別に集計しているか × × × × ×

受診者数を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○ ○ ○ ○ ○

３．要精検率の把握 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 要精検率を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

要精検率を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

要精検率を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

要精検率を検診機関別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

要精検率を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○ ○ ○ ○ ○

４．精検受診率の把握 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 精検受診率を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

精検受診率を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

精検受診率を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

精検受診率を検診機関別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

精検受診率を検診受診歴別に集計しているか
注1） × × × × ×

(2) 精検未把握率を把握しているか
注2） ○ ○ ○ ○ ○

(1-1)

(1-2)

(1-3)

(1-4)

(1-1)

(1-2)

がん部会は、保健所、医師会、がん検診関連学会に所属する学識経験者、臨床検査技師等の、がん検診に係わる専門家によって
構成されているか

(2-4)

(2-3)

(2-2)

(2-1)

がん部会は、市町村が策定した検診実施計画/検診体制等について、検診が円滑に実施されるよう、広域的見地から医師会、検
診機関、精密検査機関等と調整を行っているか

２．受診者数・受診率の把握

肺がん検診では、全項目で「胸部X線受診者・喀痰細胞診受診者」別に把握・集計できていれば○

肺がん検診では、全項目で「胸部X線受診者・喀痰細胞診受診者」別に把握・集計できていれば○

胃がん
（エックス線）

令和3年度に検診を実施しているか

(1-3)

(1-4)

胃がん
（内視鏡）

大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん

【資料２－１】
都道府県チェックリスト
（令和３年度活動実績）
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５．精密検査結果の把握 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) がん発見率を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

がん発見率を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

がん発見率を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

がん発見率を検診機関別に集計しているか × × × × ×

がん発見率を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○ ○ ○ ○ ○

(2) 発見がんに対する早期がん割合
注3）

を把握しているか ○ ○ ○ ○

早期がん割合を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○

早期がん割合を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○

早期がん割合を検診機関別に集計しているか × × × ×

(2-4) 早期がん割合を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○ ○ ○ ○

粘膜内がん（胃がん、大腸がん）・非浸潤がん（乳がん）を区別しているか ○ ○ ○

(3) 子宮頸がん検診で、上皮内病変（CIN・AIS）の数を把握しているか ○

(3-1) 子宮頸がん検診で、上皮内病変（CIN・AIS）の数を年齢階級別に集計しているか ○

(3-2) 子宮頸がん検診で、上皮内病変（CIN・AIS）の数を市町村別に集計しているか ○

(3-3) 子宮頸がん検診で、上皮内病変（CIN・AIS）の数を検診機関別に集計しているか ○

(3-4) 子宮頸がん検診で、上皮内病変（CIN・AIS）の数を検診受診歴別に集計しているか ○

(4) 子宮頸がん検診で、発見がんに対する微小浸潤がん割合を把握しているか
注4） ○

(4-1) 子宮頸がん検診で、微小浸潤がん割合を年齢階級別に集計しているか ○

(4-2) 子宮頸がん検診で、微小浸潤がん割合を市町村別に集計しているか ○

(4-3) 子宮頸がん検診で、微小浸潤がん割合を検診機関別に集計しているか ○

(4-4) 子宮がん検診で、微小浸潤がん割合を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○

(5) 陽性反応適中度を把握しているか ○ ○ ○ ○ ○

陽性反応適中度を性別・年齢階級別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

陽性反応適中度を市町村別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

陽性反応適中度を検診機関別に集計しているか ○ ○ ○ ○ ○

陽性反応適中度を検診受診歴別に集計しているか
注1） ○ ○ ○ ○ ○

６．偶発症の把握 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

解説： 以下4項目は次のいずれかの場合に○とする

・厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」の「偶発症の有無別人数」欄に全ての市町村のデータを集計している

(1) 検診中／検診後の重篤な偶発症を把握したか ○ ○ ○ ○

※偶発症例：消化管穿孔、腸閉塞等（胃がん）、骨折等（乳がん）、子宮膣部からの多量出欠等（子宮頸がん）

(2) 検診中／検診後の偶発症による死亡を把握したか ○ ○ ○ ○

(3) 精密検査中／精密検査後の重篤な偶発症を把握したか ○ ○ ○ ○ ○

※偶発症例：消化管出血等（胃がん・大腸がん）、気胸等（肺がん）、大量出血等（乳がん）、骨盤内感染症等（子宮頸がん）

(4) 精密検査中／精密検査後の偶発症による死亡を把握したか ○ ○ ○ ○ ○

７．追加調査 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 発見がんの病期／進行度・組織型・治療法について把握したか × × × × ×

(2) がん登録を活用して、感度・特異度の算出や、予後調査ができるような体制を作っているか × × × × ×

・主要な医療機関（精密検査を担当する機関）に、検診発見例の精査・治療における偶発症を報告してもらうための依頼文書
注5）

を送付し、その後報告されたものを集計している

(5-1)

(5-2)

(5-3)

(5-4)

(2-3)

(2-2)

(1-2)

肺がん検診では、全項目で「胸部X線受診者・喀痰細胞診受診者」別に把握・集計できていれば○

(2-5)

(1-3)

(1-4)

(2-1)

(1-1)
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胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 精度管理評価を行ったか ○ ○ ○ ○ ○

(1-1) 市区町村チェックリストの遵守状況を把握し、評価を行ったか ○ ○ ○ ○ ○

(1-2) 検診機関用チェックリストの遵守状況を把握し、評価を行ったか × × × × ×

(1-3) 市町村ごとのプロセス指標値を把握し、評価を行ったか ○ ○ ○ ○ ○

(1-4) 検診機関ごとのプロセス指標値を把握し、評価を行ったか ○ ○ ○ ○ ○

(2) 評価の低い、もしくは指標に疑義のある市区町村や検診機関に、聞き取り調査等を行い、原因を検討したか ○ ○ ○ ○ ○

(3) (2)の評価結果を踏まえ、精度管理上の課題と改善策を策定したか × × × × ×

(4) 評価手法や評価結果の解釈、聞き取り調査の方針、改善策の内容等についてがん部会に諮り、具体的な助言を得たか △ △ △ △ △

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 市町村に精度管理評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(1-1) 市区町村チェックリストの評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(1-2) 市町村ごとのプロセス指標値の評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(1-3) 精度管理に課題のある市町村に改善策をフィードバックしたか × × × × ×

(2) 検診機関に精度管理評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(2-1) 検診機関用チェックリストの評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(2-2) 検診機関ごとのプロセス指標値の評価を個別にフィードバックしたか × × × × ×

(2-3) 精度管理に課題のある検診機関に改善策をフィードバックしたか × × × × ×

(3) フィードバックの手法や内容についてがん部会に諮り、具体的な助言を受けたか × × × × ×

(4) 前年度までにフィードバックした改善策の実行状況を市町村・検診機関へ聞き取り調査等を行ったか × × × × ×

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん
子宮頸
がん

(1) 精度管理評価をホームページ等で公表したか △ △ △ △ △

(1-1) 市区町村用チェックリストの順守状況とその評価を公表したか △ △ △ △ △

(1-2) 市町村ごとのプロセス指標値とその評価を公表したか △ △ △ △ △

(1-3) 検診機関用チェックリストの順守状況とその評価を公表したか × × × × ×

(1-4) 検診機関ごとのプロセス指標値とその評価を公表したか × × × × ×

(1-5) 精度管理が要改善の市区町村について、フィードバックした改善策の内容を公表したか × × × × ×

(1-6) 精度管理が要改善の検診機関について、フィードバックした改善策の内容を公表したか × × × × ×

(1-7) 都道府県用チェックリストの遵守状況を公表したか △ △ △ △ △

(1-8) 都道府県としてのプロセス指標値を公表したか △ △ △ △ △

(2) 公表の手法や内容についてがん部会に諮り、具体的な助言を受けたか × × × × ×

注1）　初回受診者及び非初回受診者等の受診歴別：　初回受診者の定義は、過去3年に受診歴がない者（胃がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がん）、前年に受診歴がない者（肺がん）

注2）　未把握は、精検受診の有無が分からないもの。および（精検受診したとしても）精検結果が正確に分からないもの全て　

注3）　肺がん：臨床病期Ⅰ期がん割合、乳がん：腫瘤の大きさが触診上２センチ以下で、転移を思わせるリンパ節を触れず、遠隔転移をみとめないもの、または非浸潤がんの割合

注4）　微小浸潤がんは病期Ⅰa1およびⅠa2期のもの

注5）　依頼文書の雛形は「科学的根拠に基づくがん検診推進のページ」参照　http://canscreen.ncc.go.jp/management/taisaku/hinagata.html

９．評価と改善策のフィードバック

10．評価と改善策の公表

８．精度管理評価に関する検討
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